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岸
田
自
公
政
権
は
、
安
倍
・
菅

政
治
以
上
の
「
無
軌
道
」
か
つ

「
無
思
想
」
「
無
法
」
な
暴
走
政

治
で
あ
り
、
国
民
の
生
命
と
財
産

を
危
険
に
さ
ら
し
て
い
ま
す
。
2

0
2
3
年
は
予
定
さ
れ
る
国
政
選

挙
は
あ
り
ま
せ
ん
。
4
月
の
統
一

地
方
選
は
、
戦
争
か
平
和
か
、
貧

困
と
格
差
の
拡
大
か
生
活
の
向
上

か
、
日
本
が
直
面
す
る
喫
緊
の
課

題
と
将
来
の
あ
り
方
を
託
す
重
要

な
選
挙
と
な
り
ま
す
。

東
京
地
評
は
、
都
内
全
自
治
体

を
対
象
に
要
請
・
懇
談
す
る
自
治

体
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
パ
ー
ト
19
を
1

月
中
旬
〜
2
月
初
旬
に
か
け
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
と
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
り
41
年
ぶ
り
と
な
る
物
価
高
騰

に
賃
金
の
引
き
上
げ
が
追
い
付
か

ず
、
市
民
生
活
が
圧
迫
さ
れ
る
な

か
、
身
近
な
部
分
で
暮
ら
し
を
支

え
る
地
方
自
治
体
の
役
割
の
重
要

性
に
つ
い
て
、
労
働
組
合
と
行
政

の
共
通
認
識
を
高
め
る
べ
く
、
要

請
事
項
を
精
査
し
ま
し
た
。

18
年
間
に
及
ぶ
キ
ャ
ラ
バ
ン
の

実
績
と
「
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
」
の

蓄
積
に
立
っ
て
、
「
公
共
の
役
割

を
取
り
戻
す
」
こ
と
、
自
治
体
業

務
の
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
に
お
い
て

情
報
管
理
と
漏
洩
防
止
の
徹
底
や

住
民
監
視
の
道
具
に
さ
せ
な
い
要

求
、
住
民
の
安
全
安
心
の
維
持
と

権
利
の
尊
重
も
要
請
に
盛
り
込

み
、
補
強
を
は
か
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
最
低
賃
金
と
中
小

企
業
支
援
策
の
問
題
で
は
、
①
最

低
生
計
費
調
査
に
基
づ
く
最
賃
時

給
1
5
0
0
円
以
上
の
要
求
の
正

当
性
、
②
最
賃
要
求
は
消
費
回
復

と
地
域
経
済
の
活
性
化
策
で
も
あ

る
こ
と
、
③
「
賃
上
げ
で
き
な

い
」
中
小
企
業
に
対
す
る
基
礎
自

治
体
の
直
接
支
援
策
や
燃
油
補
助

な
ど
の
幅
広
い
事
業
支
援
を
自
治

体
に
要
請
し
ま
し
た
。

困
窮
者
へ
の

直
接
支
援
も

ま
た
、
住
民
生
活
と
権
利
を
守

る
た
め
、
①
物
価
高
騰
に
よ
る
生

活
困
窮
者
へ
直
接
支
援
の
強
化
、

②
生
活
保
護
の
円
滑
申
請
（
扶
養

照
会
の
廃
止
）
、
③
学
校
給
食
費

・
就
学
関
係
費
の
援
助
、
④
各
種

公
共
料
金
の
減
免
、
⑤
温
暖
化
防

止
へ
の
自
治
体
の
取
り
組
み
、
⑥

首
都
直
下
型
地
震
へ
の
災
害
対
策

の
改
定
や
、
⑦
当
面
し
て
住
居
・

店
舗
等
へ
の
耐
震
補
強
と
浸
水
対

策
、
損
壊
建
物
に
お
け
る
ア
ス
ベ

ス
ト
飛
散
防
止
の
た
め
の
除
去
工

事
助
成
制
度
の
創
設
・
拡
充
、
⑧

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
多
様
性
の
尊

重
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
」

の
導
入
な
ど
要
請
し
ま
し
た
。

統
一
地
方
選
挙
に
向
け
て
要
請

事
項
は
重
要
な
政
策
で
あ
り
、
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
契
機
に
地
域
組
織
と

関
係
労
組
が
連
携
し
、
予
算
編
成

や
新
た
な
制
度
の
創
設
に
む
け
要

求
運
動
へ
発
展
・
具
体
化
し
て
い

き
ま
す
。

要
請
事
項
の
実
現
に
、
地
方
議

会
の
会
派
や
候
補
者
へ
の
働
き
か

け
も
意
識
的
に
取
り
組
み
、
対
応

や
政
策
に
つ
い
て
組
合
員
の
み
な

ら
ず
広
く
有
権
者
に
知
ら
せ
、
政

党
・
候
補
者
選
択
の
一
つ
の
指
針

と
し
て
示
す
こ
と
も
大
切
で
す
。

井澤さん

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
パ
ー
ト
19
に
先

立
ち
、
2
0
2
2
年
10
月
中
下
旬

（
10
月
1
日
の
最
賃
改
定
後
）
の

募
集
時
給
を
調
査
し
ま
し
た
。
全

都
の
平
均
募
集
時
給
は
1
1
7
8

円
で
、
前
年
調
査
か
ら
17
円
し
か

上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
こ
数
年
間
の
傾
向
で
、
東
京

の
最
賃
引
き
上
げ
額
31
円
を
下
回

る
額
で
し
た
。
最
頻
値
・
中
央
値

と
も
に
1
1
0
0
円
と
前
年
同
額

の
ま
ま
で
、
低
賃
金
構
造
が
固
定

化
し
て
い
ま
す
。

５
〜
９
万
円

必
要
が
４８
％

東
京
地
評
が
2
0
2
2
年
秋
・

年
末
に
取
り
組
ん
だ
「
賃
金
と
暮

ら
し
デ
ジ
タ
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で

は
、
①
生
活
実
態
は
、
苦
し
い
・

や
や
苦
し
い
が
合
わ
せ
て
96
％
、

②
収
入
が
前
年
に
比
べ
て
減
っ
た

が
53
％
、
ふ
え
た
が
8
％
、
③
月

収
で
あ
と
い
く
ら
必
要
か
の
問
い

に
10
万
円
32
％
、
5
万
円
〜
9
万

円
が
48
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
④

物
価
高
騰
に
関
し
て
の
自
由
記
入

で
は
、
「
寒
い
の
で
厚
手
の
物
を

着
た
り
タ
イ
ム
セ
ー
ル
を
狙
っ
た

り
」
「
子
ど
も
に
食
事
の
こ
と
で

我
慢
さ
せ
な
い
様
な
暮
ら
し
が
し

た
い
」
「
最
近
子
供
が
お
金
の
こ

と
を
気
に
す
る
様
に
な
っ
た
」
な

ど
切
迫
し
た
実
情
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

軍
拡
目
的
の
増
税

言
語
道
断

ま
た
、
年
末
12
月
26
日
に
は
4

回
目
と
な
る
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」

を
東
京
地
評
の
労
働
会
館
で
実

施
。
利
用
者
1
0
2
人
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
賃
上
げ
要
求
額
は
月

額
5
万
円
が
最
も
多
く
、
平
均
額

は
3
万
7
7
6
3
円
と
な
り
ま
し

た
。組
合
員
の
要
求
に
も
ま
し
て
、

未
組
織
労
働
者
の
要
求
も
切
実

で
、
同
水
準
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

低
賃
金
日
本
の
現
実
は
、
今
や

岸
田
首
相
や
財
界
・
大
企
業
ま
で

認
め
る
状
況
と
な
り
、
連
日
テ
レ

ビ
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
の

広
範
な
声
は
東
京
地
評
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
、
実

態
と
実
感
を
込
め
て
広
く
国
民
的

な
総
意
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活

物
価
の
高
騰
を
上
回
る
賃
上
げ

と
、
失
わ
れ
た
30
年
を
取
り
も
ど

す
べ
く
構
造
的
・
持
続
的
な
賃
金

の
引
上
げ
に
、
政
治
が
果
た
す
役

割
も
か
つ
て
な
く
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
政
治
に
労
働
者
・
国
民

の
総
意
・
要
求
を
受
け
と
め
さ
せ

る
と
き
で
す
。

岸
田
自
公
政
権
が
、
国
会
で
審

議
も
せ
ず
、
国
民
の
信
も
得
ず
閣

議
決
定
し
た
反
撃
能
力
＝
敵
基
地

攻
撃
能
力
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
2
％
・
世
界

第
3
位
水
準
へ
の
大
軍
拡
は
、
東

ア
ジ
ア
地
域
の
軍
事
的
緊
張
を
高

め
、
米
中
間
の
覇
権
争
い
の
火
に

油
を
注
ぐ
も
の
で
す
。

ま
た
、
そ
の
財
源
の
確
保
に
所

得
税
を
含
む
増
税
や
復
興
所
得
税

を
流
用
す
る
、「
消
費
税
増
税
」
な

ど
言
語
道
断
で
あ
り
、
国
と
国
民

生
活
を
破
綻
さ
せ
て
し
ま
う
戦
後

安
全
保
障
政
策
の
大
転
換
で
す
。

統
一
協
会
と
政
治

徹
底
検
証
を

地
域
で
は
統
一
協
会
が
名
称
を

変
更
し
て
活
動
を
強
め
て
い
る
場

所
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
情
勢
を

見
つ
つ
、
「
地
方
政
治
と
統
一
協

会
の
関
係
」
に
つ
い
て
解
明
す
る

よ
う
地
方
議
会
へ
要
請
し
て
い
き

ま
す
。
先
行
し
て
取
り
組
む
地
域

の
事
例
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
到
達

・
成
果
を
参
考
に
、
可
能
な
地
域

組
織
で
実
施
し
ま
す
。

統
一
協
会
と
政
治
の
関
係
は
、

党
派
を
超
え
た
市
民
の
関
心
事
で

す
。
看
板
を
変
え
て
も
統
一
協
会

が
地
方
政
治
家
と
癒
着
で
き
な
い

よ
う
市
民
的
世
論
で
包
囲
し
、
地

域
か
ら
も
被
害
者
の
救
済
を
呼
び

か
け
、統
一
協
会
と
政
治
の
関
係
、

政
策
へ
の
影
響
の
検
証
を
政
党
・

会
派
、
候
補
者
に
要
求
し
ま
す
。

昨年7月5日に東京地方最賃審議会開催にあわせ
行なった宣伝行動

統
一
地
方
選
挙
は
、
民
主
主
義

・
立
憲
主
義
、平
和
憲
法
を
守
り
、

真
に
国
民
が
望
む
社
会

を
つ
く
る
責
任
を
政
治

に
託
す
選
挙
で
す
。
戦

後
78
年
間
に
わ
た
り
築

い
て
き
た
平
和
な
日

本
、
安
心
・
安
全
・
公

平
・
公
正
な
社
会
と
人
間
ら
し
い

働
き
方
の
実
現
、
憲
法
が
生
き
る

社
会
を
守
り
・
つ
く
る
た
め
、
地

方
政
治
か
ら
国
民
的
要
求
を
実
現

す
る
選
挙
と
と
ら
え
ま
す
。

東
京
地
評
は
党
派
選
挙
・
特
定

候
補
の
推
薦
は
し
ま
せ
ん
が
、
岸

田
政
治
に
対
し
、
地
方
政
治
に
お

い
て
審
判
を
く
だ
す
選
挙
と
し
て

統
一
地
方
選
挙
を
位
置
づ
け
ま

す
。
憲
法
と
平
和
、
地
方
自
治
を

守
り
、
暮
ら
し
と
地
域
循
環
型
経

済
の
実
現
に
具
体

的
に
尽
力
す
る
民

主
的
な
地
方
議

員
、
統
一
協
会
と

関
係
の
な
い
地
方

議
員
を
よ
り
多
く

地
方
議
会
に
送
り
出
せ
る
よ
う
、

地
域
組
織
の
実
情
に
合
わ
せ
て
取

り
組
み
を
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

東
京
地
評
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
各
党
の
国
政
政
策
を
学
べ
る

ペ
ー
ジ
を
作
り
、
機
関
紙
で
も
取

り
上
げ
、
す
べ
て
の
組
合
員
と
投

票
権
を
持
つ
家
族
が
選
挙
に
行
く

よ
う
促
し
て
い
き
ま
す
。
情
報
発

信
は
、
投
票
率
を
引
き
上
げ
る
世

論
喚
起
の
運
動
と
し
て
い
き
ま

す
。

昨年12月のフードバンクの際、利用者に物価
高騰・生活実感について聞き取りを実施

コ
ロ
ナ
禍
、４１
年
ぶ
り
物
価
高
騰

生
活
向
上
を
地
域
か
ら

募
集
時
給
ア
ッ
プ
わ
ず
か
１７
円

可
視
化
さ
れ
る
貧
困
問
題

憲
法
生
か
し
た
地
方
政
治
実
現

平
和
で
安
心
な
社
会
作
る


